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■ 一目均衡表「値幅観測論」における日経平均(週足)の目標値計算

20/3/19週

16,358円

14,356円

8,323円

6,033円

Ｅ

Ｎ

Ｖ

VT

22/3/11週

24,681円

21/2/19週

30,714円

VT計算値：33,004円

V計算値：36,747円

N計算値：39,037円

E計算値：45,070円

日経平均最高値

1990/12/29

38,957円
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■ 日経平均(週足)   ～ 13週MAと株価の修正に注目 ～

26週MA

52週MA

13週MA

20/3/19週

21/2/19週

22/3/11週

21/9/17週

①下落局面

①下落局面
②底打ちもみ合い

④大幅上昇

⑤大幅上昇

②反発

③もみ合い

④パーフェクトオーダー

③パーフェクトオーダー
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■ 日経平均(週足)のエリオット波動  ～ 今の上昇の天井が当面の高値に？ ～

20/3/19週

21/2/19週

22/3/11週

21/9/17週

A波

３波

1波

２波

４波

５波

B波

C波

1波

２波

３波



4

■ 日経平均(月足)のエリオット波動     ～ 3波と5波の位置関係に注目 ～

３波 ５波

３波

３波

５波

３波 ５波
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■ 6月までの日本株大幅上昇の背景と今後のポイント

② 日銀の金融政策の緩和継続見通し

① 日本株の再評価による外国人買い

④ 為替の円安効果

⑤ 「生成AI」ブームの追い風

③ 日本経済の相対的な堅調さ

⑦ 「FOMO(Fear Of Missing Out)」の買い、売り方の踏み上げ

⑥ 米国の楽観的な見通し
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■ 「相場のサイクル」で見た視点 ～ 時間軸への意識 ～

緩和

引き締め

減速 拡大

＜金融相場＞

＜逆業績相場＞ ＜逆金融相場＞

＜業績相場＞

景気

企業業績

金融政策

■景気・企業業績拡大

⇒景気過熱・インフレ抑制

■金融緩和の織り込み

■景気・企業業績減速 ■金融引き締めの織り込み

⇒景気刺激
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■ ジョージソロスの相場の視点

＜正のフィードバック＞

拡大していく動き

＜負のフィードバック＞

修正されていく動き

認知した現実
（相場の状況）

実際の
現実

認知した現実
（相場の状況）

実際の
現実

・現実の材料から将来の現実を認知

・認知された現実を元にさらに新たな現実の認知

・「相場は行くところまで行く」(実際の現実との乖離)

・正のフィードバックは永久に続かない

・乖離が顕著となれば修正される動きに転じる

・認知した現実が実際の現実に近づく
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1,500

1,700

1,900

2,100

2,300

2,500

■ Russel2000(日足)の動き   ～ 景況感の改善見通しは続くか？ ～

21/11/8

200日MA

50日MA

22/6/16安値

1,641p
10/13

23/2/2

高値
2,007p

7/11終値

1,913p
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■ 米10年債と2年債の利回り格差の推移 ～ 「逆イールド」が進行 ～

(出所)FRED(セントルイス連邦準備銀行経済データ)

景気後退局面

０%

逆イールド
→ 将来の景気悪化と利下げを(債券)市場が織り込んでいる
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■ FRBのバランスシート(総資産額)の状況

NYダウ

景気後退局面
(コロナ・ショック時)

FRBの資産総額

(出所)FRED(セントルイス連邦準備銀行経済データ)

6兆ドル
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